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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 
*賛美　･･････････････････ 　５３番

*交読文　････････････････ 　４３番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　２５番

礼拝のための祈り　･･･････ 働き人　川合ゆきえ

賛美　･･･････････････････ 　７１番

メッセージ　･･････････････ サレプタのやもめ - 最後の粉と油による宴会（１列王 17:8-15）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４５３番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

わたしは＿＿の行ないを知っている。見よ。わたしは、だれも閉じることのできな

い門を、＿＿の前に開いておいた。なぜなら、＿＿には少しばかりの力があって、

わたしのことばを守り、わたしの名を否まなかったからである。見よ。サタンの会衆

に属する者、すなわち、ユダヤ人だと自称しながら実はそうでなくて、うそを言っ

ている者たちに、わたしはこうする。見よ。彼らを＿＿の足もとに来てひれ伏させ、

わたしが＿＿を愛していることを知らせる。＿＿が、わたしの忍耐について言っ

たことばを守ったから、わたしも、地上に住む者たちを試みるために、全世界に

来ようとしている試練の時には、＿＿を守ろう。わたしは、すぐに来る。＿＿の冠

をだれにも奪われないように、＿＿の持っているものをしっかりと持っていなさい。

勝利を得る＿＿を、わたしの神の聖所の柱としよう。＿＿はもはや決して外に出

て行くことはない。（黙示録 3:8-12）

メッセージ概要

私達の王であられる主イエスのために宴会を設けるなら、主が私達に敵の前で宴を設けさせ、敵の前で油

を注いで下さる事が、最近特に語られている。今回は、預言者エリヤを養ったやもめから学びたい。

時は北イスラエル最悪の王・アハブの時代、彼はシドン出身の妻・イゼベルに言われるままにイスラエルに

偶像礼拝を導入し、主を怒らせていたため、主は人々をご自身に立ち返らせようと、預言者エリヤを遣わし、

ここ数年、彼の言葉がなければ、２，３年は雨も露も降らない事を告げた。(１列王記17:1)

実際、エリヤが預言した通り、その後一切雨が降らず、厳しい飢饉となったが、アハブ王はこの力ある神・

主に立ち返る事をせず、かえってエリヤを逆恨みし、彼を探し出して捕らえるよう人々に厳命した。

エリヤは主の導きによってケリテ川のほとりに住み、そこの水と、からすが朝夕運んでくるパンと肉によって

養われていたが、いよいよ川の水も枯れた時、再び主の言葉が降る。 「立ってシドンに属するザレパテへ

行って、そこに住みなさい。わたしはそのところのやもめ女に命じてあなたを養わせよう。」(１列王記17:9)

彼女はシドンの一地方に、幼い息子と二人で住んでいたが、飢饉はそこにも及び、もはや彼女の持ち物

は、ひと握りの粉とわずかな油だけとなって、それをもって自分と息子のために最後の食卓を整えようと、

薪を集めていた所を、預言者エリヤに呼び止められる。水を少し持って来て、飲ませてください、と。

彼女は、人生最後にも思えるその仕事の手を止め、彼のために水を持って来ようとした時、さらに言われる。

「手に一口のパンを持ってきてください。」　彼女は言った、「あなたの神、主は生きておられます。わたしに

はパンはありません。ただ、かめに一握りの粉と、びんに少しの油があるだけです。今わたしはたきぎ二、

三本を拾い、うちへ帰って、わたしと子供のためにそれを調理し、それを食べて死のうとしているのです」。

主の導きは不思議である。神がエリヤを養わせよ、と命じた女の全財産は、かめに一握りの粉と、びんに少

しの油だけ。しかもこの女は、主から「預言者エリヤを養え」と命じられた記憶や自覚は、どうやら無さそうで

ある。しかし彼女には、「あなたの神、主（エホバ）は生きておられます」と告白する信仰  は、あった。

イエス様は「預言者は自分の郷里では敬われない」事の例として、このエリヤとやもめの箇所を引用された

が(ルカ4:26)、つまり、当時のイスラエルには主の預言者を敬う者は何処にもいなかった、という事なのだ。

主はあまねく全地を見渡し、心が主と一つとなっている人を探され、用いられる。（２歴代誌16:9）

また、イエス様は何度も「わたしはあなたを知っている」と言っている。(黙示録 2-3章だけで 7回)

彼女は自覚していようといまいと、普段から主を敬う心を主から認められており、預言者を養う素地も出来

ていたため、彼女が意識している・いないに関わらず、エリヤを養うよう主から「命じられていた」のだ。

主は言われる。  わたしはあなたを知っている、あなたの心も、行いも、そしてこれから為すべき働きも、と。

エリヤは「まず、それでわたしのために小さいパンを、一つ作って持ってきなさい。その後、あなたと、あな

たの子供のために作りなさい。」と言った。粉はもう一握りしか無いので、3人分のパンは作れないはず。

しかし、「主が雨を降らす日まで、かめの粉は尽きず、びんの油は絶えない」という御言葉の約束は、ある。

人の計算ではあり得ない事であり、人情的に見ても非道い話だが、しかし彼女は主が言われた言葉に従

い、自分と息子の分の粉をエリヤのため、いや、御言葉なる主に従うために調理し、非常にささやかな「宴

会」を設けたのだ。最後の、一握りの粉とわずかな油。しかしそれは主の目には尊い宴会である。

「彼女と彼および彼女の家族は  久しく食べた。主がエリヤによって言われた言葉のように、かめの粉は尽き

ず、びんの油は絶えなかった。」　御言葉の根拠なく非常識で過酷な要求をする「預言者」には要注意だ

が、十字架の死を要求する御言葉に従って従順するなら、決して尽きる事の無い祝福が与えられるのだ。

世に吹き荒れている不況という飢饉の中でも、世界に訪れる苦難の時でも、主に守られ養われる者とは、

主の御名を否まず、主の言葉を守った者である。力は僅かしか無くても全く関係ない。(黙示録 3:8)

天声では 2010年最後にこの箇所からメッセージをし、かの一年、このやもめのように主と主の働き人に捧

げた聖徒達の粉と油は尽きず、さらに祝福されている様を、主に感謝したが、その粉と油は      5      年目の今も

尽きないどころか、さらに祝福が増し加わり、さらに清められ、豊かにされている。主はまことに真実である。

油も粉も尽きる事なく、更に主の祝福を頂く皆さんでありますように、イエス様の名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　http://ustre.am/Ydeh  (Y は大文字)

日曜礼拝

1部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00
聖書の学び会（詩篇）　　　　15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 10 巻 8 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015 年 2 月 22 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://ustre.am/Ydeh

